
会報・国鉄闘争全国運動　第１９３号（２０２６年６月１７日）

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
　
１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動
事
務
局

　
　
千
葉
市
中
央
区
要
町
２
―
８
Ｄ
Ｃ
会
館
内

　
　
℡
０
４
３
―
２
２
２
―
７
２
０
７
　

　
　nationw

idem
ovem

ent@
yahoo.co.jp

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１９３号
2026年６月１７日

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

９
４
８
８
筆
（
26
年
６
月
17
日
）

国鉄１０４７名
解雇撤回闘争の歴史的勝利へ

７・１１千葉市文化センター集会へ全国から大結集を！

Ｊ
Ｒ
を
、「
時
効
（
除
斥
期
間
）」
を
理

由
に
免
罪
す
る
な
ど
と
い
う
司
法
反
動

は
、
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
！

　

署
名
運
動
の
力

　
５
月
13
日
、
私
た
ち
は
全
国
の
仲

間
の
熱
い
連
帯
の
力
で
集
め
ら
れ
た

２
９
１
１
筆
（
累
計
８
９
７
３
筆
）
の

署
名
を
東
京
高
裁
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
重
み
は
、
今
な
お
無
数
の
労
働
者

が
国
鉄
闘
争
に
熱
い
思
い
を
寄
せ
、
新

自
由
主
義
に
よ
る
首
切
り
へ
の
怒
り
を

燃
や
し
続
け
て
い
る
こ
と
の
何
よ
り
の

証
明
で
す
。
こ
の
力
を
武
器
に
、
私
た

ち
は
必
ず
や
「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」

を
も
ぎ
り
取
り
ま
す
。

　
署
名
提
出
と
同
時
に
、
私
た
ち
は
前

回
の
法
廷
で
示
さ
れ
た
通
り
、
井
手
・

深
澤
の
証
人
採
用
を
行
う
よ
う
強
く
申

し
入
れ
ま
し
た
。
事
実
関
係
を
争
う
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
を
知
る

当
人
を
法
廷
に
引
き
ず
り
出
し
、
証
人

尋
問
を
行
う
の
は
当
た
り
前
の
権
利
で

す
。
Ｊ
Ｒ
・
中
労
委
は
卑
劣
な
真
実
隠

蔽
を
た
だ
ち
に
や
め
よ
！

　
敵
は
真
実
が
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
、
裁
判
長
の
強
制
交
代

や
進
行
協
議
の
画
策
な
ど
、
な
り
ふ
り

構
わ
ぬ
闇
討
ち
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
打
ち
破
る
力
は
、
法
廷
を
包
囲
す

る
私
た
ち
の
圧
倒
的
な
大
衆
的
怒
り
と

団
結
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
７
月
11
日
の
国
鉄
集
会
へ
大
結
集

し
、
そ
の
不
退
転
の
熱
量
を
も
っ
て
７

月
16
日
の
東
京
高
裁
闘
争
へ
攻
め
上
ろ

う
！
　
裁
判
所
を
労
働
者
の
熱
気
で
包

囲
し
、
井
手
・
深
澤
の
証
人
尋
問
を
何

と
し
て
も
実
現
し
よ
う
！
　
地
域
・
職

場
の
総
決
起
で
、
闘
う
労
働
運
動
の
底

力
を
見
せ
つ
け
る
ぞ
！

い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
怒
り
の
声
は
確
実
に
地

鳴
り
と
な
っ
て
響
い
て
い
ま
す
。
国

会
前
に
は
何
万
人
と
い
う
青
年
や
女

性
た
ち
が
結
集
し
、
時
代
を
動
か
す

闘
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
こ
そ
、

改
憲・
戦
争
の
攻
撃

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
39
年
、

私
た
ち
は
国
鉄
１
０
４
７
名
の
解
雇

撤
回
を
貫
き
、
一
歩
も
引
か
ず
に
闘

い
抜
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
攻
撃
は

単
に
国
鉄
労
働
者
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
日
本
の
労
働
運
動
を
根
こ
そ

ぎ
圧
殺
し
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
雇

戦
争
と
改

憲
阻
止
へ 

国
鉄
闘
争
勝
利
・
労
働
運
動
の
再
生
を

７
・
16
東
京
高
裁
へ
大
結
集
を

１
０
４
７
名
闘
争
の
歴
史
的
局
面

用
と
権
利
を
破
壊
す
る
攻
撃
で
し

た
。
中
曽
根
が
「
国
鉄
分
割
・
民
営

化
で
大
掃
除
を
し
て
、
立
派
な
憲
法

を
安
置
す
る
（
改
憲
す
る
）」
と
公

言
し
た
通
り
、こ
れ
こ
そ
が
「
改
憲
・

戦
争
国
家
化
」
へ
向
け
た
戦
後
最
大

の
階
級
的
攻
撃
で
し
た
。

　
今
こ
そ
国
鉄
闘
争
に
勝
利
し
、
労

働
運
動
を
甦
ら
せ
よ
う
。
１
０
４
７

名
解
雇
撤
回
の
闘
い
は
、
つ
い
に
勝

利
の
展
望
を
法
廷
の
場
で
も
こ
じ
開

け
ま
し
た
。
前
回
裁
判
で
、
裁
判
長

は
「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不
当
労
働
行
為

を
認
め
な
い
な
ら
、
証
人
を
採
用
す

る
」
と
明
言
し
た
の
で
す
。

　
東
京
高
裁
は
直
後
に
裁
判
長
を
交

代
さ
せ
進
行
協
議
を
入
れ
て
「
証
人

採
用
」
を
反
故
に
し
よ
う
と
画
策
し

て
い
ま
す
。
真
実
が
暴
か
れ
る
こ
と

を
恐
れ
た
司
法
反
動
で
す
。

　
７
月
16
日
の
裁
判
は
、国
鉄
解
体
・

首
切
り
の
首
謀
者
で
あ
る
井
手
・
深

澤
を
証
人
と
し
て
法
廷
に
引
き
ず
り

出
し
、
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
の
か

ど
う
か
の
歴
史
的
な
大
決
戦
で
す
。

法
廷
の
反
動
を
打
ち
破
る
の
は
、
大

衆
的
怒
り
の
力
が
必
要
で
す
。

　
７
月
11
日
の
国
鉄
集
会
の
大
結
集

を
実
現
し
、
そ
の
熱
量
で
７
月
16
日

の
高
裁
闘
争
へ
攻
め
上
り
、
井
手
・

深
澤
の
証
人
採
用
を
ぎ
り
取
ろ
う
。

■
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
７
・
11
全
国
集
会

	

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

	

７
月
11
日
（
土
）
13
時
（
開
場
12
時
）

■
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
第
３
回
裁
判

	

７
月
16
日
（
木
）
14
時
～
東
京
高
裁
１
０
１
号
法
廷

	

※
12
時
30
分
か
ら
デ
モ
（
日
比
谷
公
園
霞
門
）

　

戦
争
反
対
の
先
頭
に

　
２
月
28
日
の
イ
ラ
ン
攻
撃
の
初

日
、
横
須
賀
の
米
軍
基
地
か
ら
出
撃

し
た
イ
ー
ジ
ス
艦
が
放
っ
た
と
さ
れ

る
ミ
サ
イ
ル
は
、
ミ
ナ
ブ
の
小
学
校

を
直
撃
し
１
６
８
人
も
の
子
ど
も
た

ち
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。
こ
の
無
差

別
虐
殺
、
許
し
が
た
い
侵
略
戦
争
を

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
市
政
権
は
米
国
に
呼
応
し
「
台

湾
有
事
」
を
煽
り
立
て
中
国
侵
略
戦

争
へ
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
武
器

輸
出
の
全
面
解
禁
、
大
軍
拡
に
よ
る

沖
縄
・
南
西
諸
島
の
要
塞
化
、
排
外

主
義
と
中
国
脅
威
論
の
宣
伝
、
さ
ら

に
は
社
会
を
窒
息
さ
せ
る
ス
パ
イ
防

止
法
の
制
定
や
改
憲
へ
と
突
進
す
る

姿
は
、
か
つ
て
日
本
が
歩
ん
だ
戦
時

下
の
軍
国
主
義
そ
の
も
の
で
す
。

　
政
府
と
財
界
が「
春
闘
満
額
回
答
」

と
欺
瞞
を
誇
る
裏
で
、
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
１
９
９
６
年
以
来
30
年
下

が
り
続
け
、
労
働
者
の
生
活
は
困
窮

の
極
み
に
あ
り
ま
す
。
医
療
、介
護
、

社
会
保
障
、
年
金
―
―
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
社
会
の
す
べ
て
が
崩
壊

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
膨
大
な
血
税
が
生
活
破
壊
と

軍
拡
の
た
め
だ
け
に
注
ぎ
込
ま
れ
て

き
た
か
ら
で
す
。

　
選
別
解
雇
さ
れ
た
動
労
千
葉
の
組
合
員

は
、
も
と
も
と
採
用
候
補
者
名
簿
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
名
簿
提
出

の
直
前
に
な
っ
て
急
遽
策
定
さ
れ
た
不
当

な
「
不
採
用
基
準
」
に
よ
っ
て
狙
い
撃
ち

に
し
、
排
除
・
解
雇
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
隠
さ
れ
た
国
家
犯
罪
の
真
実
を
暴

き
出
し
た
の
は
、
私
た
ち
の
39
年
に
わ
た

る
不
屈
の
闘
い
で
す
。
　
そ
し
て
、「
不

採
用
基
準
の
策
定
そ
の
も
の
が
不
当
労
働

行
為
で
あ
っ
た
」
こ
と
は
、
す
で
に
最
高

裁
で
確
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の

基
準
作
成
を
指
示
・
決
定
し
て
い
た
の
は

Ｊ
Ｒ
設
立
委
で
し
た
。「
Ｊ
Ｒ
は
選
別
に

一
切
関
与
し
て
い
な
い
」
ど
こ
ろ
か
、
組

合
潰
し
の
選
別
解
雇
を
裏
で
操
り
、
権
限

を
行
使
し
た
張
本
人
な
の
で
す
。

　
真
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
な
お
偽
証
を

繰
り
返
し
、
労
働
者
の
人
生
を
破
壊
し
た

こ
と
は
、
も
は
や
当
然
の
法
的
手
続
き

で
あ
り
、
絶
対
に
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、「
不
採

用
基
準
は
国
鉄
内
部
で
設
定
さ
れ
た
」

「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
の
指
示
で
策
定
さ
れ

た
事
実
は
な
い
」「
葛
西
（
元
Ｊ
Ｒ
東

海
会
長
）
が
す
で
に
証
言
し
て
い
る
か

ら
尋
問
は
不
要
」
な
ど
と
強
弁
し
て
き

ま
し
た
。こ
の
期
に
及
ん
で
法
廷
で「
偽

証
」
を
繰
り
返
す
な
ど
、
労
働
者
を
な

め
切
っ
た
暴
挙
で
あ
り
、
断
じ
て
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
闘
争
の
裁
判
が
こ
こ
ま
で
長
引
い
て

い
る
原
因
は
、Ｊ
Ｒ
が
一
貫
し
て
分
割
・

民
営
化
の
薄
汚
い
真
実
を
隠
し
続
け
て

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
、
そ
し

て
「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」
を
勝
ち

取
る
闘
い
は
、
東
京
高
裁
に
お
い
て
歴

史
的
な
大
決
戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
１
月
23
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
控
訴

審
に
お
い
て
、
東
京
高
裁
の
東
裁
判
長

は
中
労
委
・
Ｊ
Ｒ
側
に
対
し
、「
Ｊ
Ｒ

設
立
委
員
会
の
不
当
労
働
行
為
を
認
め

な
い
な
ら
証
人
を
採
用
す
る
」
と
明
言

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
中
労
委
・
Ｊ
Ｒ
側
は

「
認
め
な
い
」
と
は
っ
き
り
回
答
し
た

の
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
真
実
を
知
る
首
謀
者
・
井
手

（
元
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
長
）
と
深
澤
（
Ｊ

Ｒ
東
日
本
会
長
）
の
証
人
尋
問
を
行
う

労
働
組
合
が
「
反
戦
」
の
先
頭

に
立
ち
、
こ
の
腐
っ
た
現
実
を

ひ
っ
く
り
返
す
時
で
す
。



会報・国鉄闘争全国運動　第１９３号（２０２６年６月１７日）
  

あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義 

全
国
に
吹
き
荒
れ
る
廃
線
化
攻
撃
と
千
葉
・
久
留
里
で
の
闘
い

進
め
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
つ
い
に

国
土
交
通
省
へ
鉄
道
事
業
廃
止
届
を

提
出
を
強
行
し
た
。

　
鉄
道
は
水
道
や
病
院
、
電
気
・
ガ

ス
と
同
様
に
、
住
民
が
人
間
ら
し
い

生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
地

域
の
命
を
繋
ぐ
最
重
要
の
イ
ン
フ
ラ

だ
。
こ
れ
を
Ｊ
Ｒ
資
本
の
ソ
ロ
バ
ン

勘
定
で
切
り
捨
て
る
こ
と
は
、
生
存

権
を
脅
か
し
地
域
社
会
を
根
本
か
ら

崩
壊
さ
せ
る
暴
挙
で
あ
る
。

　
全
国
で
か
つ
て
な
い
廃
線
化
攻
撃

が
加
速
し
て
い
る
。
先
行
し
て
大
規

模
な
路
線
削
減
を
進
め
て
き
た
Ｊ
Ｒ

北
海
道
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
過

疎
化
や
利
用
客
減
少
を
理
由
に
、
採

算
性
が
低
い
と
さ
れ
る
路
線
を
「
バ

ス
転
換
」
や
「
上
下
分
離
方
式
」
へ

追
い
込
も
う
と
し
て
い
る
。

　
千
葉
県
内
で
も
久
留
里
線
の
久
留

里
〜
上
総
亀
山
間
（
９
・
６
㌔
）
を

標
的
と
し
た
廃
線
手
続
き
が
急
速
に

の
税
金
処
理
は
合
理
化
さ
れ
た
。

　
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
財
務
状
況

は
、
連
結
売
上
高
３
兆
円
を
超
え
、

当
期
純
利
益
も
数
千
億
円
規
模
に
達

し
、
２
兆
円
を
上
回
る
巨
額
の
内
部

留
保
を
保
有
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら

　
実
際
は
、
Ｊ
Ｒ
が
利
用
し
に
く
い

不
便
な
ダ
イ
ヤ
へ
と
一
方
的
に
減
便

認
可
型
」
の
協
議
会
（
再
構
築
協
議

会
）
の
新
設
を
打
ち
出
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ｒ
東
や
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
、
そ
れ
ま
で
企
業
秘
密
と
し

て
隠
蔽
し
て
き
た
ロ
ー
カ
ル
線
ご
と

の
詳
細
な
収
支
や
営
業
係
数
を
相
次

い
で
公
表
。
大
都
市
圏
の
莫
大
な
黒

字
で
地
方
を
支
え
る
と
い
う
民
営
化

時
の
建
前
を
公
然
と
投
げ
捨
て
、「
赤

字
線
区
の
峻
別
と
切
り
捨
て
」
へ
完

全
に
舵
を
切
っ
た
。

　
岡
山
・
広
島
両
県
に
ま
た
が
る
Ｊ

Ｒ
芸
備
線
の
備
び
っ
ち
ゅ
う
こ
う
じ
ろ

中
神
代
〜
備び
ん
ご後
庄

原
間
で
の
国
主
導
初
の
「
再
構
築
協

議
会
」
設
置
を
皮
切
り
に
、
全
国
で

「
１
０
０
０
人
未
満
」
の
ロ
ー
カ
ル

線
が
次
々
と
廃
線
の
俎
上
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
。

久留里線廃止届の強行提出に対し集会やデモ、署名１万４千筆

　

全
国
で
加
速
す
る
ロ
ー
カ
ル
線
解
体
攻
撃
に
対
し
、
久
留
里
線
で
は
住
民
や
動
労
千
葉
の
粘
り
強
い
闘

い
が
継
続
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
廃
線
届
に
対
し
て
１
万
４
千
筆
超
の
署
名
や
集
会
、
デ
モ
な
ど
の

反
撃
が
続
い
て
い
る
。
全
国
と
久
留
里
線
を
め
ぐ
る
状
況
を
整
理
し
た
い
。

ず
年
間
わ
ず
か
数
億
円
程
度
と
さ
れ

る
特
定
の
ロ
ー
カ
ル
線
赤
字
を
理
由

に
廃
線
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
民
営

化
を
正
当
化
し
て
き
た
言
説
を
一
方

的
に
反
故
に
す
る
も
の
だ
。

滅
」
を
も
た
ら
す
。

地
元
へ
負
担
押
し
付
け

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
君
津
市
に
提
示
し

た
「
代
替
交
通
の
運
行
費
用
と
し
て

18
年
間
で
20
億
円
を
拠
出
す
る
」
と

い
う
条
件
は
、「
問
題
の
先
送
り
と

地
方
へ
の
負
担
押
し
付
け
」で
あ
る
。

　
こ
の
枠
組
み
で
は
代
替
バ
ス
の
運

行
主
体
は
君
津
市
と
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
は

資
金
を
出
す
だ
け
の
立
場
に
退
く
。

こ
れ
に
よ
り
将
来
的
に
運
転
手
不
足

や
利
用
者
減
少
で
バ
ス
の
減
便
や
路

線
縮
小
・
廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

際
、
Ｊ
Ｒ
は
「
減
便
を
決
め
た
の
は

運
行
主
体
で
あ
る
君
津
市
で
あ
り
、

自
社
の
責
任
で
は
な
い
」
と
言
い
逃

れ
が
で
き
る
。
期
限
後
の
バ
ス
維
持

コ
ス
ト
や
赤
字
補
填
の
負
担
は
、
す

べ
て
君
津
市
、
す
な
わ
ち
地
元
住
民

へ
と
重
く
の
し
か
か
る
。

よ
う
求
め
た
。
こ
の
席
上
、
国
交
省

担
当
者
は
「
地
元
住
民
の
意
見
は
聞

く
」「
鉄
道
の
存
続
を
含
め
た
議
論

は
必
要
だ
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

　
だ
が
３
月
９
日
、
Ｊ
Ｒ
は
国
交
省

の
「
存
続
議
論
が
必
要
」
と
の
見
解

や
住
民
の
１
万
筆
に
迫
る
反
対
署
名

を
一
切
無
視
し
、
久
留
里
〜
上
総
亀

山
間
の
廃
止
届
を
国
へ
提
出
し
た
。

　
君
津
市
長
に
抗
議

　
直
後
の
３
月
16
日
、
君
津
市
弁
天

公
園
に
70
人
以
上
が
結
集
し
、
君
津

市
役
所
へ
怒
り
の
デ
モ
行
進
を
展
開

し
、
市
役
所
を
包
囲
し
て
石
井
市
長

へ
直
接
の
要
請
行
動
を
求
め
た
。
５

月
21
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
に
対

し
第
二
次
分
の
署
名
５
５
９
９
筆

を
突
き
つ
け
交
渉
。
署
名
累
計
は

１
万
４
７
４
７
筆
に
到
達
し
た
。
ま

た
上
総
亀
山
駅
で
の
実
態
調
査
デ
ー

タ
（
平
日
30
人
、
土
日
70
人
以
上
の

利
用
）
を
提
示
し
追
及
し
た
。

　
住
民
側
の
理
路
整
然
と
し
た
デ
ー

タ
に
対
し
、
千
葉
支
社
は
「
利
用
客

が
増
え
て
い
る
の
は
事
実
だ
」
と
公

式
に
認
め
、
廃
線
の
根
拠
と
さ
れ
た

「
乗
客
減
少
」
の
前
提
を
粉
砕
し
た
。

　
意
見
聴
取
会
で
弾
劾

　
５
月
27
日
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

「
意
見
聴
取
会
」
が
上
総
公
民
館
に

て
実
施
さ
れ
た
。
形
式
的
な
手
続
き

を
進
め
る
た
め
の
ア
リ
バ
イ
作
り
を

狙
っ
た
公
聴
会
に
対
し
、
動
労
千
葉

の
関
委
員
長
や
守
る
会
の
三
浦
代
表

ら
が
陳
述
人
と
し
て
登
壇
。
関
委
員

長
は
民
営
化
時
の
約
束
違
反
、
輪
切

り
赤
字
論
の
破
綻
、
２
０
２
４
年
問

題
の
嘘
を
突
き
つ
け
、
公
聴
会
を
廃

線
認
可
絶
対
阻
止
の
決
意
を
示
す
場

へ
と
変
え
た
。

　
廃
線
化
は
、
国
家
の
総
力
を
戦
争

遂
行
へ
と
動
員
し
て
い
く
攻
撃
だ
。

全
国
で
闘
い
を
展
開
し
よ
う
。

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
国
鉄
時
代
以
上

に
活
性
化
し
、
全
国
の
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
適
切
に
維
持
・
発
展
さ
せ

る
」
と
公
約
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

国
鉄
の
25
兆
円
に
の
ぼ
る
巨
額
債
務

し
、
無
人
駅
を
増
や
し
て

利
便
性
を
低
下
さ
せ
た
結

果
、
住
民
が
乗
れ
な
く
な

り
利
用
者
が
減
少
し
た
の

だ
。

　
久
留
里
線
（
久
留
里
〜

上
総
亀
山
間
）
で
は
、
Ｊ

Ｒ
の
一
方
的
な
合
理
化
・

減
便
施
策
に
よ
っ
て
日
中

に
合
計
８
時
間
半
に
及
ぶ

極
端
な
空
白
時
間
帯
が
作

り
出
さ
れ
た
。
一
日
に
数

本
し
か
走
ら
ず
、
通
勤
・

通
学
や
通
院
、
買
い
物
な

ど
日
常
生
活
に
全
く
合
わ

な
い
ダ
イ
ヤ
に
な
れ
ば
、

住
民
が
自
家
用
車
等
へ
シ

フ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

は
当
然
だ
。

　
乗
り
た
く
て
も
乗
れ
な

い
「
人
為
的
な
利
用
抑
制

状
態
」
を
自
ら
生
み
出
し

て
お
き
な
が
ら
、「
需
要

が
な
い
か
ら
廃
止
す
る
」

と
切
り
捨
て
る
手
法
は
最

悪
の
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
（
自

作
自
演
）
で
あ
る
。

民
営
化
時
の
嘘

　
１
９
８
７
年
の
分
割
・

民
営
化
時
、
ペ
テ
ン
的
な

主
張
と
は
い
え
、
国
や
Ｊ

Ｒ
、
自
民
党
は
「
大
都
市

圏
や
新
幹
線
な
ど
の
黒
字

部
門
の
利
益
で
、
地
方
の

全
国
で
吹
き
荒
れ
る
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
攻
撃

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
２
０
１
６
年
、「
単

独
で
は
維
持
困
難
な
線
区
」
と
し
て

当
時
の
全
営
業
路
線
の
半
分
に
相
当

す
る
10
路
線
13
線
区
（
約
１
２
３
７

㌔
）
を
一
方
的
に
公
表
し
、
大
規
模

な
廃
線
・
バ
ス
転
換
攻
撃
を
開
始
。

　
こ
れ
ま
で
に
石
せ
き
し
ょ
う勝
線
夕
張
支
線
、

札
沼
線
の
北
海
道
医
療
大
学
〜
新
十

津
川
間
、
日
高
本
線
の
鵡む
か
わ川

〜
様さ
ま
に似

間
、
留
萌
本
線
の
深
川
〜
留
萌
間
、

根
室
本
線
の
富
良
野
〜
新し
ん
と
く得
間
と

い
っ
た
鉄
路
が
次
々
と
剥
が
さ
れ
、

バ
ス
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
に
待
ち
受
け
て
い
た
の

は
、
行
政
が
喧
伝
し
た
「
持
続
可
能

な
交
通
」
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

若
者
の
流
出
や
過
疎
化
が
加
速
し
、

深
刻
な
運
転
手
不
足
に
よ
っ
て
代
替

バ
ス
自
体
の
維
持
す
ら
困
難
に
な
る

状
況
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。

　
他
の
Ｊ
Ｒ
各
社
が
北
海
道
に
続
く

決
定
的
な
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
、

22
年
７
月
の
国
土
交
通
省
「
地
域
の

将
来
と
利
用
環
境
に
あ
っ
た
地
方
鉄

道
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
検
討

会
」
が
出
し
た
提
言
だ
。

　
提
言
は
、「
輸
送
密
度
（
１
日

１
㌔
あ
た
り
の
平
均
乗
客
数
）
が

１
０
０
０
人
未
満
」
の
路
線
を
対
象

に
、
国
主
導
で
関
係
自
治
体
と
事
業

者
を
強
制
的
に
協
議
さ
せ
る
「
特
定

　
ロ
ー
カ
ル
線「
赤
字
・
廃
線
論
」の
欺
瞞
性

　
Ｊ
Ｒ
や
一
部
の
行
政
担
当
者
は

「
大
量
輸
送
と
い
う
鉄
道
の
特
性
を

発
揮
で
き
て
い
な
い
」「
誰
も
乗
っ

て
い
な
い
」
な
ど
を
念
仏
の
よ
う
に

繰
り
返
し
、
廃
線
・
バ
ス
転
換
の
正

当
性
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
経
営
責
任
や
歴
史
的
経
緯
を
隠
蔽

す
る
「
論
理
の
す
り
替
え
」
だ
。

　
輪
切
り
の
ペ
テ
ン

　
鉄
道
は
ロ
ー
カ
ル
線
か
ら
都
市
部

の
広
大
な
幹
線
ま
で
が
一
本
の
レ
ー

ル
で
結
ば
れ
、巨
大
な「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
網
）」
と
し
て
機
能
し
て
こ
そ

真
価
を
発
揮
す
る
。
ロ
ー
カ
ル
線
を

「
効
率
が
悪
い
」
と
切
り
落
と
せ
ば
、

都
市
部
の
主
要
路
線
や
新
幹
線
も
衰

退
す
る
。

　
全
国
の
廃
線
反
対
運
動
で
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
通
り
、
ロ
ー
カ
ル
線
を

利
用
し
て
都
市
部
へ
向
か
い
、
新
幹

線
や
特
急
列
車
に
乗
り
換
え
る
乗
客

の
存
在
は
Ｊ
Ｒ
全
体
の
巨
額
の
黒
字

を
根
底
で
支
え
て
い
る
。

　
特
定
の
地
方
区
間
だ
け
を
「
輪
切

り
」
に
し
て
収
支
を
取
り
上
げ
「
赤

字
だ
か
ら
廃
止
す
る
」
と
主
張
す
る

こ
と
は
、
鉄
道
の
公
共
性
を
完
全
に

否
定
す
る
暴
論
だ
。

　
因
果
関
係
が
逆
だ

　「
乗
客
が
減
っ
た
か
ら
廃
線
に
す

る
」
と
い
う
主
張
も
、
因
果
関
係
を

完
全
に
逆
転
さ
せ
て
い
る
。

　「
バ
ス
転
換
な
ら
便
利
で
持
続
可
能
」
の
嘘

　
Ｊ
Ｒ
や
行
政
側
は
、
鉄
道
廃
止
の

代
替
案
と
し
て
「
バ
ス
へ
の
モ
ー
ド

チ
ェ
ン
ジ
」
を
提
示
し
、
停
留
所
の

増
設
や
ダ
イ
ヤ
の
柔
軟
化
で
「
バ
ス

の
方
が
む
し
ろ
便
利
に
な
る
」
と
宣

伝
す
る
。
だ
が
現
在
の
交
通
業
界
の

客
観
デ
ー
タ
と
現
実
を
見
れ
ば
、
こ

れ
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　
深
刻
な
運
転
手
不
足

　
現
在
、
日
本
の
交
通
・
物
流
業
界

は
深
刻
な
運
転
手
不
足
（
２
０
２
４

年
問
題
）
の
直
撃
を
受
け
て
い
る
。

都
市
部
の
路
線
バ
ス
や
観
光
バ
ス
で

さ
え
、
乗
務
員
を
確
保
で
き
ず
に
減

便
や
路
線
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
る
事

態
が
頻
発
し
て
い
る
。

　
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
の
試
算

で
は
、
数
年
後
に
全
国
で
３
万
６
千

人
以
上
の
バ
ス
運
転
手
が
不
足
す
る

と
指
摘
さ
れ
、
地
方
の
バ
ス
路
線
は

次
々
と
姿
を
消
し
て
い
る
。
関
東
運

輸
局
の
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

回
答
し
た
自
治
体
の
６
割
以
上
が
バ

ス
路
線
の
減
便
や
廃
止
の
予
定
・
可

能
性
が
あ
る
と
回
答
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
状
況
下
で

「
鉄
道
を
廃
止
し
て
も
バ
ス
が
あ
る

か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
想
定
自
体
が

非
現
実
的
だ
。
い
く
ら
資
金
を
積
も

う
と
も
、
バ
ス
を
動
か
す
人
間
（
運

転
手
や
運
行
管
理
者
）
を
確
保
す
る

目
処
が
立
た
な
い
以
上
、
バ
ス
転
換

は
地
域
の
移
動
手
段
の
「
完
全
な
消

　
久
留
里
線
廃
線
反
対
の
取
り
組
み
と
論
点

　
久
留
里
線
の
沿
線
地
域
で
は
、
地

域
住
民
と
労
働
組
合
、
専
門
家
な
ど

が
結
び
つ
き
、
強
固
な
反
対
運
動
を

構
築
し
て
き
た
。

地
域
集
会
に
１
３
０
人

　
25
年
11
月
29
日
、
上
総
公
民
館
に

は
住
民
が
一
軒
一
軒
を
戸
別
訪
問
し

て
回
覧
板
を
回
し
、
地
を
這
う
努
力

で
「
鉄
路
存
続
」
の
署
名
を
集
め
、

行
政
が
描
く
「
諦
め
ム
ー
ド
」
を
現

場
か
ら
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
く
方
針

が
確
立
さ
れ
た
。

　
し
か
し
26
年
２
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
東

と
君
津
市
の
石
井
市
長
が
突
如
、
バ

ス
代
替
交
通
の
費
用
と
し
て
18
年
間

で
20
億
円
を
拠
出
す
る
こ
と
や
木
更

津
〜
久
留
里
間
へ
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
導

入
を
盛
り
込
ん
だ
「
基
本
合
意
書
」

の
締
結
を
発
表
。
公
的
機
関
で
あ
る

「
君
津
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
の

結
論
や
議
決
も
経
な
い
ま
ま
、
住
民

に
隠
れ
て
密
室
で
行
わ
れ
た
最
悪
の

「
だ
ま
し
討
ち
」
の
暴
挙
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
２
月
27
日
、
住
民
団

体
代
表
が
国
交
省
（
鉄
道
局
鉄
道
事

業
課
）
と
直
接
交
渉
。
追
加
署
名

２
４
６
６
筆
（
累
計
９
１
４
８
筆
）

を
提
出
し
、
廃
線
届
を
受
理
し
な
い

住
民
ら
１
３
０
人
が
結

集
。「
久
留
里
線
と
地
域

を
守
る
会
」
が
主
催
し
、

内
房
線
・
外
房
線
の
団
体

や
「
か
ず
さ
住
民
の
足
を

守
る
会
」、
さ
ら
に
君
津

市
議
や
動
労
千
葉
が
共
同

し
て
廃
線
絶
対
反
対
を
宣

言
し
た
。

　
日
本
大
学
の
桜
井
徹
名

誉
教
授
は
「
鉄
道
は
社
会

的
共
通
資
本
で
あ
り
、
分

断
に
対
し
て
全
体
で
対
抗

す
べ
き
だ
」
と
提
起
。
沿

線
の
松
丘
・
亀
山
地
区
で


